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呉
市
が
日
月
か
ら
受
付

目
・
お
年
度
の
参
加
資
格
申
請

【呉
】呉
市
は
、
お
・初
年
度

の
入
札
渉
加
資
格
審
査
申
訪

を
日
月
で
受
け
付
け
る
。
建

m
日エ
m部
門
、
測
虫
及
び
建

股
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
部
門
と

も
也
子
申
儲
は
U
月
1
日
か

ら
同
月
初
日
ま
で
で
、
窓
口

(轡
商
)
申
請
は
日
月
1
日
か

ら
向
月
初
日
ま
で
。

む
子
申
荷
の
協
合
、
申
前

期
間
は
は
月
1
日
か
ら
日
月

初
日
。
市
と
県
に
提
出
す
る

冊目
類
は
U
月
1
日
か
ら
U
月

初
日
(
郵
送
の
溺
合
必
む
)
ま

発
注
見
通
し
見
直
し

広
島
県

広
島
県
は
四
目
、
平
成
例

年
度
の
建
設
工
事
及
び
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
に
係
る
発
注
見
通
し

の
見
直
し
を
公
表
し
た
。

股
林
水
産
局
、
土
木
局
及

び
企
業
局
が
所
管
す
る
請
負

戸
建
一
@
同
共
同
住
宅
等
、
単
位
戸一
)
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引

部
億
珊
万
円
治

交
付
額
内
一不
隅

医
療
描
供
体
制
施
睦
艶
冊

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
M

年
度
医
療
提
供
体
制
施
設
盤

備
交
付
金
の
交
付
額
を
内
示

し
た
。内

示
額
の
合
計
は
、
お
偲

5
1
1
工
万
4
0
0
0
円
。

中
園
地
区
で
は
、
島
根
県
2

5
0
2
万
2
0
0
0
円
、
岡

山
県

4
惚
1
0
2
1
万
4
0

0
0
円
、
広
島
県

2
億
7

4

2
3
万
2
0
0
0
円
、
山
口

県
4
0
2
4
万
6
0
0
0
円

と
な
っ
て
い
る
。
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で
と
な
る
。窓
口
(白
面
)
申

前
の
場
合
、
受
付
期
間
は
日

月
1
日
か
ら
日
月
初
日
ま

で
。
市
へ
の
提
出
先
は
と
も

に
財
務
部
契
約
課
工
事
契
約

係。
ま
た
、

入
札
参
加
資
格
に

お
け
る
主
観
的
事
項
に
関
す

る
点
数
の
算
出
方
法
も
公

表
。
算
定
す
る
評
価
内
容
と

数
値
は
市
ホ
l
ム
ペ
l
?
で

確
認
で
き
る
。

開
発
許
可
8
・9
月
で
3
件

師

引
一円一
げ
小
田
原
の
分
譲
宅
地
な
ど
尾

【福
山
】尾
道
市
建
築
指
導

課
開
発
指
導
係
が
ま
と
め
た

開
発
許
可
状
況
は
8
月
1
件
、

9
月
2
件
と
な
っ
て
い
る
。

許
可
内
容
は
次
の
通
り
。

対
象
股
貯
金
額
2
5
0
万
円

以
上
の
建
般
工
務
、

税
負
対

象
股
計
金
額
1
0
0
0
万
円

以
上
の
測
忠
・
柏
崎
役
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
染
務
に
係
る
発

注
見
通
し
を
5
月
四
日
に
公

表
し
、
7
月
四
日
に
時
点
修

正
を
行
っ
た
。
今
回
は
そ
の

後
の
発
注
状
況
等
を
反
映

じ
、
時
点
修
正
を
行
っ
た。

票品産ゲリラ豪雨対策などに
脚部部d宇根鉄工所が販売抑制労

各
組
水
門
な
ど
商
潮
対
策

段
準
備
梁
の
陵
町

撃

な

ど
を
手
が
け
る
側
字
根
鉄
工

所
は
、
水
道
水
庄
シ
リ
ン
ダ
ー

式
防
水
板

『
ア
ク
ア
シ
ャ
ッ

タ
ー
』
を
開
発
し
、
7
月
か
ら

販
売
を
開
始
し
た
。

広
島
市
内
で
も
す
で
に
本

川
信
愛
ピ
ル
(
広
島
市
中
区
十

日
市
町
)
な
ど
で
採
用
さ
札
て

お
り
、
字
根
利
典
社
長
は
「
地

下
に
駐
車
場
や
堕
要
な
機
械

設
備
が
あ
る
ピ
ル
、
公
共
性
が

商
い
建
物
で
の
問
要
を
特
に

見
込
ん
で
い
る
」と
癒
す
。

(マ
申
衛
者
"
閲
莞
地
、
面

積
、
区
域
、
用
途
、
施
工
者
の

順
)

【

8
月
】

マ
植
田
征
般
(
尾
道
市
向

島
町
4
2
4
8
1
1
)
M
向

米子市

公
園
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定

門
司
取
県
米
子
市
は
四
日
、

7
者
参
加
で
開
札
し
た
公
募

型
指
名
競
争
入
札

「米
子
市

公
園
施
投
長
寿
命
化
計
画
策

定
業
務
委
託
」
で
、
国
際
航
業

を
港
礼
者
に
決
め
た
。
落
札

金
額
は
6
0
5
万
円
(
税
抜
)

だ
っ
た
。

業
務
は
、
市
が
管
理
す
る
都

市
公
函

η
カ
所
(
街
区
公
園

都
市
型
水
害
や
ゲ
リ
ラ
京

一
備
が
な
い
た
め
に
火
災
の
心

雨
な
ど
の
際
に
屋
内
や
地
下
一
配
も
な
く
初
期
殴
回
費
用
、

へ
の
浸
水
を
防
止
す
る
防
水
一
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
授
用
等
も
低

板
に
は
、
低
気
式
や
油
圧
式
、
-
く
抑
え
る
こ
と
が
可
能
。
さ

手
動
式
な
ど
の
駆
類
が
あ
る

一
ら
に
万
が
一
の
断
水
の
際
に

が
、
『
ア
ク
ア
シ
ャ
ッ
タ
ー
』
は
一
は
な
ん
と
自
転
車
の
空
気
入

電
気
を
一
切
使
用
せ
ず
、
災
害
一
れ
で
も
昇
降
が
で
き
る
。

時
に
強
い
イ
ン
フ
予
と
さ
れ
一
起
立
ま
で
の
時
間
は
シ
ャ

る
水
道
水
庄
を
動
力
と
し
て

一
ッ
タ
l
規
模
や
水
圧
に
も
よ

い
る
こ
と
が
鼠
大
の
特
徴
。

一
る
が
、
通
常
の
水
道
水
庄
で

そ
の
た
め
、
水
害
時
に
多
い
停
一
は
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
だ
け

犯
の
影
響
を
受
け
な
い
こ
と

一
で
有
効
幅

m
mの
も
の
で
も

に
加
え
、

余
分
な
低
気
系
設
一
印
秒
程
度
、
空
気
入
れ
で
も

イ

斗

司

君

同
程
度
の
時
間

で
簡
単
に
昇
降

さ
せ
る
こ
と
が

可
能
だ
。

ま
た
、
シ
リ

ン
ダ
ー
内
部
に

は
常
に
水
が
充

満
し
て
い
る
た

め
、
凍
結
に
よ

る
シ
リ
ン
ダ
ー

本
川
信
愛
ピ
ル

叩
カ
所
、
都
市
緑
地
2
カ
所
)

に
設

mし
で
あ
る
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
な
ど
の
公
間
施
設
に

つ
い
て
、
長
寿
命
化
対
策
や

計
画
的
な
改
築

・
更
新
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
す
る
も
の
で
、
委

託
期
間
は
お
年
3
月
お
日
ま

で
を
見
込
ん
で
い
る
。

破
損
等
が
懸
念
事
項
だ
っ
た

が
、
凍
結
防
止
弁
を
設
け
る

こ
と
で
解
決
。
防
止
弁
を
合

め
た
機
構
は
現
在
特
許
を
申

節
し
て
い
る
。

主
な
タ
l
ゲ
ソ
ト
は
、
地
下

に
機
械
式
駐
車
場
や
各
部
機

械
鍛
備、
情
報
端
末
な
ど
を
有

す
る
都
市
部
の
ピ
ル
や
公
共

施
設
だ
が
、
字
根
社
長
に
よ
る

と「
段
近
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
水
害
被
害
が
頒
発
し
て
お

り
、
マ
、
〆
ソ
ヨ
ン
デ
ベ
ロ
ソ
パ
ー
か

ら
の
引
き
合
い
も
か
な
り
培

え
て
い
る
」
と
し
て
お
り
、
「
数

年
以
内
に
全
社
売
上
の

2
割

程
度
ま
で
販
売
を
鉱
大
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
b

問
い
合
わ
せ
等
は
聞
社

(
東
広
島
市
志
和
町
冠
1
4

1、

也
語
0
8
2

4
3

3

1
3
8
0
1
、
F
A
X
4
3

3
1
4
4
5
7
)
ま
で
。

ス
イ

ν
チ
と
パ

v
ク
ア

ν
プ
用
空
気
入
れ

外来管理棟等建替え設計・監理

福
山
医
療

セ
ン
タ
ー

国
立
病
院
機
構
福
山
医
療

セ
ン
タ
ー

(広
島
県
福
山

市
)
は
幻
目
、
3
社
多
加
で

開
札
し
た
一
般
競
争
入
札

{
W
T
O
対
象
・
総
合
評
価

落
札
方
式
)
の
「
福
山
医
療

セ
ン
タ
ー
外
来
管
理
棟
等
建

替
盤
備
工
事
基
本

・
実
施
設

計
・
工
事
監
理
業
務
」
に
つ

い
て
、
6
9
0
0
万
円
で
村

田
相
互
股
計
を
藩
札
者
に
決

め
た
。業

務
内
容
は
、
外
来
管
理

棟
(
R
C
造
5
階
建
延
べ
約

1
万
8
5
0
0
d
)
の
新
築

及
び
既
設
建
物
解
体
な
ど
の

基
本

・
実
施
役
計
、
工
事
監

理
業
務
で
、
服
行
期
限
は

m

年
2
月
間
ω
日
を
見
込
ん
で
い

る。不

要

カ

ー

テ
ン

回
収
リ
サ
イ
ク
ル東

リ

東
り
(
本
社
H

兵
庫
県
伊

丹
市
)
は
、
四
月
発
売
の
新
見

本
帳
「
コ
ン
ト
ラ
ク
卜
カ
ー

テ
ン
叫
日
p
l
u
s
」
に
掲

撤
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
対

象
商
品
で
、
使
用
後
に
不
要

と
な
っ
た
カ
ー
テ
ン
の
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
。

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

-

7

家
庭
の
ご
み

F

閉
経

出
し
が
い
つ
か
ら

μ

品
川
JR

か
朝
の
日
課
と

E
庁
な
っ
て
い
る
。
循

4
『凶、

預
型
社
会
に
関

す
る
一語

に
つ
い
て
、

内
閣
府
が

実
施
し
た
「
環
境
問
題
に
闘
す

量
一
論
調
査
」
(
全
国
初
歳
以
上

3
0
0
0
人
を
対
象
)
に
よ
る

と
、
3
R
の
宮
署

器

産

、

豆
昧
を
淘
ぞ
い
る
」
は
ね
・
3

%
、
「
聞
い
た

-
Eも
な
い
」
は

刊
・
5
%
程
JF占
V
B
R
は
、
リ

デ
子
l
ス
合
同
ら
す
)
、
リ
ユ
ー
ス

(
繰
り
返
し
億
つ
)
、
リ
サ
イ
ク

ル(〕再
資
源
化
)
を
表
す
。
m級

以
上
の
人
で
は
半
数
以
上
が
聞

い
た
こ
と
も
な
い
と
答
え
て
い

る
。
「
V
申
を
少
な
く
す
る
配
慮
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

m
・

8
%
の
人
が
実
施
し
て
い
る
が
、

「
」
み
は
い
2
」
う
に
減
る
気
配
は

な
い
と
い
う
V
資
源
を
効
率
的

に
利
用
し
歪
章
宏
弓
て
、
持

続
可
能
な
形
で
一
循
部
さ
せ
な
が

A
利
用
し
ず
ん
い
く
社
会
、
い
わ
ゆ

る
循
却
型
社
会
の
形
成
に
つ
い

て
「現
在
の
生
活
水
準
(
物
質
的

な
m
泣
か
さ
や
便
利
さ
)
を
落
と

さ
ず
、
大
詰
生
産
、
大
母
消
費
を

維
持
し
な
が
ら
廃
棄
物
の
再
利

用
や
再
生
利
用
を
積
極
的
に
進

め
る
な
ど
、
で
長
老
部
分
か
ら
品
個

別
刷
型
社
会
に
移
行
す
べ
き
で
あ

る
」
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い

る
。
食

べ

警

官

匹

、

詰

替
え
製
品
を
使
う
、

長
持
ち
を

す
る
磐
田
逼
「
訟
と
、
「
易
を

少
な
く
す
る
4
マ
心
が
け
た
い
。

ム
は
、
「
広
域
認
定
制
度
」
(
環

境
省
認
定
番
号
第
2
2
0
号
)

に
基
づ
き
、
事
業
者
か
ら
廃

棄
さ
れ
る
カ
ー
テ
ン
を
回
収

し
て
、
カ
ー
テ
ン
用
の
ア
ジ

ャ
ス
タ
l
フ
ッ
ク
や
再
生
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
の
原
材
料

と
し
て
再
利
用
す
る
も
の
。

対
象
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
が
縫
い
付
句
ら
れ
た
カ
ー

テ
ン
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
路
用
、

送
料
は
お
輩
官
負
担
と
な
る
。
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始
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